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令和 6年度 事 業 報 」二口
(令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 まで)

1事業の成果  (別冊資料もご参照ください)
・夢畑の事業所建物の老朽化に伴い、 4年越しで取り組んだ新事業所が令和 7年 3月 に

完成しました。市街化調整区域への建設のため、行政機関と何度も協議した甲斐があ

り、天候に左右されず、夏の暑さ、冬の寒さを我慢することなくメンバーさんの作業

する場をつくりました。今後は研修会場としての活用や農福連携による社会貢献と地

域の方々との交流を深める場所としても繋げて参ります。

・その夢畑においては念願の有機 JAS認証を取得しました。 2年半に渡る取り組みでし

たが、夢畑野菜に付加価値を付けることが出来ました。

・ 1月 には相談支援センター待夢も移転しました。内装も新たにバリアフリーの作りで

あり、駅により近くなり多くの方を迎い入れる体制を整えました。

・就労継続支援事業、共同生活援助事業、相談支援事業の全事業所ともメンバー第一を

モットーに堅実な事業運営を徹底してまいりました。

・継続的課題である経営の安定化に向けた改善への取組については、賃貸物件の返却、

販売管理費、人件費等の経費削減に努め一定の効果を上げることができました。

・NPO法人多摩草むらの会、社会福祉法人草むら、株式会社グリーンガーラの異なる

3つの法人からなる多摩草むらの会は、店所長会議等を通じて情報の共有に努め、

それぞれの組織の特色や強みを活かし、連携強化に注力し、相乗効果を高めました。

◆事業所別事業報告

◇グループホーム運営

【グループホーム「草むら」】
・令和 6年度 入所者数 20人  退所者数 20人
・365日 24時間利用者の求めや状況に応じグループホーム職員による直接対応しました。

・感染症・災害等で交流室の閉鎖等はなくサービス提供を継続 しました。

・個別支援計画は退所後の自立した地域生活のために、
「今取り組むべきことは何か」

を明確にし、丁寧な振り返りを行い退所者の地域生活への移行に役立てました。

・見学者の希望に合わせた見学案内を行いました。

・虐待防止委員会を年間 10回、悉皆研修 (3年連続)及び伝達研修を各 1回開催し、昨年

度に引き続き成果物を作成しました。

・令和 5年度に設置された身体拘束適正化委員会を年間 3回開催するとともに、アン

ケー トを基に全体会で実情を確認し身体拘束の適正運用について理解を深めました。

・電話 。WEB問い合わせに対応しました。

・ユニット運営はサービス管理責任者の支援の下、当該ユニット専従の世話人が担う体

制が整いました。

【グループホーム「ハピネスいち花」】
・令和 6年度 入所者数 のべ 11人  退所者数 2人
・365日 24時間必要時のグループホーム職員による直接対応を行いました。

・個別支援計画は将来の地域生活を念頭におき、今取 り組むべきことは何かを明確に



し、丁寧な振 り返 りを行いました。
・見学者の希望に合わせた見学案内を行い、合わせて体験利用をしていただきました。
・電話等の問い合わせに対応 しました。
・週一回のユニット会議 と月一回の顧問医との会議を行い、メンバー支援の糧としま

した。

◇就労支援事業所運営

【畑 doき っちん】
。お食事メニュー中心での店舗運営もお客様に定着したことで、客数は前年度に比べ

増加 し、売上に関しても前年度比 109%を達成しました。その要因としては戦略的な

価格設定により客単価が上げることで店舗営業の売上が安定したことに加え、さく
らの間を利用したランチの食事会や夜の会食予約も増加 したことが挙げられます。
特に夜の会食ではお客様ひとりひとりのご要望に沿ったお料理を提供することで大
変ご満足いただき、近隣の企業を始めとする多くのお客様のリピー トにつなげるこ
とが出来ました。また、令和 4年度から引き続き行われた福島県産食材の PRイベン
トや、多摩市主催の「アイスランドウィーク」といった地域イベントにも積極的に参
画し、店舗の認知度を更に広めることが出来ました。

【布や夢うさぎ】
・工房やお店での工賃作業中はもちろん、メンバーが楽しんで通所でき心地よく過ごす
ことが出来る環境を工夫してきました。 3店舗で一番広いスペースを保有しており、
「草むらde夢」のメンバーミーティングや休憩場所、イベント開催の場として利用し
てもらっています。また、土日のフリースペースでメンバーやスタッフのアイデアを
活用し、手作り教室での小物作製や茶話会でメンバー同士の話し合いなど多様なイベ
ントを実施しました。

【どリーむふぁ―む夢畑】
。主力商品の夢畑カレーを始め、季節の限定カレーや苺ソルベ等の季節商品もお客様に
大変好評を得ることが出来ました。夢畑から納品される有機野菜に関しても「安心・
安全な地場野菜」との認知を広めることに成功し、前年度に比べ大きく売上を伸ばし
ました。また、引き続きエアレジを活用しながら商品の販売動向を精査し、メリハリ
のある仕入れを実施することでロスの少ない運営に尽力しました。

【遊夢】
。地域に量販店が開店したことにより、新規顧客が多く遊夢へ来店されています。
また新たにリピー トされるお客様が増えたことにより、夢畑の有機野菜の良さや遊夢
ならではの健康志向メニューヘ関心を持って戴きました。
充実したメンバー支援を提供する取組を高めるため、本人のニーズを中心に丁寧な対
応を心がけました。新規メンバーが増え楽しく通所ができる環境を開拓しました。
・メンバーの得意分野を広げ幅広い作業を提供した。ホール・キッチンを別け隔てるこ
となくオールマイティーな作業が選べるように取組みました。得意なことが増えてく
ることを楽しみながら通所率も安定して増加しています。
・令和 6年度は 1名 の就労者を出すことができ、2年連続の就労者を輩出しました。



【夢来】
。道路清掃活動、月刊誌・団体会報・草むら通信 。発送委託物の発送作業を実施継続

しています。作業の正確さと丁寧さを目標に掲げ、合理化、効率化を図りました。
・感染症予防をしながら、気功健康体操と笑いヨガ、テニス、卓球、イラスト教室、

ボードゲーム、歌声サロン、外出デー、ゲートボール、散歩、SST、 お茶会、季節イ
ベントなど実施継続中で他事業所メンバーの参加もあり、全体の交流の場となっ

ています。
・夢畑産野菜を使ったスイーツ作りも実施継続中。お菓子作りが好きなメンバーを中心

に、にんじんケーキ、にんじんクッキー、豆腐餅など手作りおやつを作っています。

【1,「;畑l】
・メンバー支援においては、仕事に意欲的に取り組みたいメンバーや、生活向上に繋が

る工賃 UPを希望するメンバーを支援するために、基本作業時間から一時間の延長作

業を可能とすることに取り組みました。その結果、延長作業に参加したメンバーの年

間合計時間は大幅に増加 しました。また、新たな受け入れメンバーとして、特別支援

学校生徒の卒業後の就労先として、知的障害の生徒の受け入れを積極的に行いました。

・給付金関連につきましては、一人当たりの支払い工賃の月額基準の底上を目的とし、

作業時間の延長の取り組み強化をした結果、一人当たりの一か月平均給付金単価は

大きく上がりました。また、作業に参加が難しいメンバーには、居場所として利用の

雰囲気づくりにも注力し年間給付金額も増加 しました。

・販売活動におきましては、地元スーパーや外部販売時にミニアレンジ花や、季節に合

わせた限定商品の製作に注力しました。また、夢畑の仕入れ品については、新たな仕

入ルー トの開拓を行いました。

【草夢】
・コロナ禍に縮小せざるを得なかった事業、活動の見直しを図りました。特に清掃時間

の時短などもありましたが、徐々に通常時間に戻しました。

・支援においては、サービス提供の質の向上を図り、見学者や体験者のニーズ把握に努

め、柔軟なサービス提供に努めました。

・八王子市公園指定管理者ひとまちみどり由木との業務受託契約による長池公園管理

事務所館内清掃と人王子市東部地区公園清掃、社会福祉法人草むらの共用部、調理室

の定期清掃、グループホームの共用部清掃、外部企業床清掃、外部企業 トイレ清掃を

継続中。新規事業としては、草夢事業所より徒歩 8分の真宗高田派の寺院から理解を

いただき、除草や樹木剪定を中心にした美化環境整備作業を定期的に受注することが

できました。また、近隣からも除草作業の受注ができました。

【夢草子】
。開設 して 6年が経過 しました。令和 5年度時点、草むら SHOP、 制作室は閉鎖 となり、

現在はアー トを中心に制作活動を展開。壁面装飾品を作った り、バッグやカ
バンなど、

縫製品を作ったりしています。

・壁面装飾品の企画、デザイン、制作。クリニック等からの受注によるイラス ト、チラ

シ、ポスター、カレンダーなどの制作を行いました。

・バッグ等布製品、つまみ細工などメンバーの発案による手芸作品を、提携する店舗で

委託販売を展開。お祭 り等のイベン ト外販にも出店継続中。アー ト作品や縫製品、綿

あめやかき氷などを販売 し、地域 との交流や販売の喜び、コミュニケーションの大切



さを感じながら、就労支援につながるよう取り組みました。
・引き続き、大学の学外実習授業に協力。学生たちとの関わりで新たな経験をすること

ができ、大学博物館での作品展示も行 うことができました。

【パソコンサロン夢像】
。平成 28年 1月 より人王子市別所地区にて「パソコンサロン夢像」として活動を開始
しました。利用者は年間延べ 1万人を超え、通所者数は 1日 平均で 30名 を超える事
業所となっています。通所を希望される方の見学や体験の他、看護学校の実習やボラ
ンティアの受け入れ等、地域とのつながりも持ちながら、9年を経過いたしました。
・パソコン学習環境とコミュニケーションの機会を拡充しました。
事業所内でパソコン初心者講座を継続しつつ、番外編と称してプログラミングを含む

専門分野や年賀状制作等の発展的な講座や学習会も開講しました。学習環境としても
Microsoft Officeの バージョンを更新し、機材としてもパソコンのパーツ換装や新調
等で強化を図りました。

また、コロナ禍で縮小していた行事を再開あるいは新たな内容の企画を進めました。
行先をメンバーの投票で決定する外出デーや、皆でキャンプ練習場に出向いて火起こ
しから行 うバーベキュー、事業所内でテーマを持ち寄って対話する座談会等、コミュ
ニケーションの場を改めて拡大しました。
・就労に向け工賃作業と実践の場を提供してきました。
ウェブサイ ト制作管理や店舗のメニュー作成に使用する写真撮影、ポスター、チラシ、
パンフレット等の制作等、専門技術を用いる作業の受注を拡大し、スキルアップを重
視するメンバーに力を発揮してもらいました。また名刺やラベル作成等、継続して引
き受けてきた作業についても、より広くメンバーの参加を募って展開しています。
パソコンの技術だけではなくコミュニケーションのスキルアップも図りました。夢像
内教室のインス トラクターや初心者講座での講師に加え、事業所内の壁を彩るギャラ
リーを話し合って企画、設営まで行っていく作業等、メンバー間で向き合って行う作
業も合わせて提供するようになりました。
・相談の場を提供してきました。
日頃の職員間での全体のミーティングに加え、相談支援のための定例ミーティングを
設け、個々のメンバーに対する支援の状況を共有して相談対応にあたりました。利用
目的の大きく異なるメンバーが同時に在籍している中でも、ニーズに合わせたサービ
ス提供を維持できる体制を整えています。

◇相談支援事業運営

【相談支援センター待夢】
。人王子市委託「相談支援事業」に関して、対象の相談件数は本人からの相談が多数を
占めた。来談者の居住地は他市、都外からの相談も多く 1/4弱を占めました。
関係機関との協力、連携は福祉機関、医療機関が主であり、今年度はその他の部分で
警察、介護機関、地域などと関わるケースが増えました。
。人王子市委託 「地域生活支援拠点事業」コーディネーターを配置し地域課題の

解決と、更なる支援の充実に向けた活動となりました。
・ピア活動に関して、病院ピア活動はコロナの影響で定期的な訪間は中止となっていた



が、徐々に従来の活動形態を取り戻しました。

病院訪間、交流会などをはじめとし、今後の活動に向けてのミーティングなどへも定

期的に参加し、他法人で活動するピアサポーターとの交流、意見交換を行いました。

・障害者虐待防止法緊急電話の対応委託の 5事業所で持ち回りとし、今年度は令和 6年 4

月と9月 、令和 7年 2月 を担当し警察などと連携をとり対応しました。

◇第二者評価の実施
・第二者評価は、草むらde夢、草夢、夢草子、遊夢の4事業所が前回受審後 3年を経過

したため受審しました。各事業所の組織面及びサービス面について、第二者評価機関

NPO法人ごとくの会によるアンケート調査表及び自己評価表の分析と、3名の評価者

による実地調査を通じ評価を受けました。総じて良好な評価を受けましたが、改善す
べき事項の具体的改善を図り、さらに良い職場環境の維持構築に努めます。

◆スポーツ・文化活動

くスポーツ活動>
。バレー部、テニス部、卓球部は、毎月定期的に活動を実施 しております。卓球では指

導者を新たに配属し外部事業所との対抗戦を通じて交流を深めています。

く文化活動〉

・草むら音楽隊が継続的に定期練習を行い、その成果を草むらの各種行事や部外施設

出演などにより披露しています。令和 6年度は 5回のイベントに披露しました。

・バンド活動はメンバーが増えたこと、オリジナル曲の披露や好きな音楽演奏は事業所

を超えて連帯感が増した。草むら音楽隊とのアンサンブルコンサー トを 2回開催しま

した。また、障がい者美術作品展とコラボしパルテノン多摩にて演奏会を行いました。

◆メンパー交流会
。新年会を令和 7年 2月 に南大沢文化会館交流ホールにて開催しました。各種ゲームや、

音楽隊のコーラス、草むらバンドの演奏を楽 しみ、帰りにはお土産に会席弁当をお渡

しし、スタッフを含め総勢 130名 を超える参加者となりました。

◆研修旅行
・令和 6年度は秋に昇仙峡とブ ドウ狩リヘ、バス 5台に分乗して日帰り研修旅行を楽し

むことができました。参加人数は 162名 でコロナ緩和後のイ
ベン トでは最多の人数と

なりました。

◆セミナー・シンポジウム・草むら勉強会

・NPO法人と社福の有志を中心に、当事者や家族の幻聴や妄想、生活上の問題などを語

りあい、理解を深める会である「ヒアリング・ヴォイシズ」は、ズ
~ム開催を含め年

5回開催し、延べ 67名 の参加者がありました。

・草むらの を講師に「事例検討」「お悩み相談」等の事例勉強会は 11回

実施、延べ 172名 を超える参加となりました。

◆対外活動と連携
<視察 。見学会>
・家族会、企業、学校関係者へ行っている視察見学会は、コロナ緩和後から増加し、

今年度は年間27回延べ 173名 の視察、見学の方々を受け入れました。



<大学等学校関係 >
。今年度は 16の学校と関わりました。恒例の帝京大学では「講義と現場実習」に加え

夢草子の作品展示、恵泉女学園大学、明星大学、桜美林大学、法政大学等からも事業

所見学、実習生を受け入れました。

大学以外では、南多摩看護専門学校、都立南大沢学園、都立農業高校、都立中野特別

支援学校等より、実習生受入れも継続実施し、学校との連携を深めることができまし

た。
<企業関係>
・ 6社の企業へ風間代表の講演会実施やインタビューを受けました。

◆事業所登録者、職員の推移

年度 定員 登録メンバー 職員

令和 5年 (2023年)4月 280人 384人 143人

令和 6年 (2024年)4月 280人 384人 135人

令和 7年 (2025年)4月 280人 407人 135人

◆一般就労実績

★ 令和 4年 (2022年)度
★ 令和 5年 (2023年)度
★ 令和 6年 (2024年)度

就労継続支援 B型から一般就労実績
就労継続支援 B型から一般就労実績
就労継続支援 B型から一般就労実績

8人
11人

5人



2.事業の実施に関する事項
特定非営利活動に係る事業

)和6年度事 ■■告

従事者の 人

数

■差対象イの範囲
及び人数

事業費の

金額〈円)事業内容 実施同時 実施場所事業名

以下籠■障害者贅びそ
の7供

①絆神障害者及びその蒙族のたの■崚交涛会●の企日・菫雷事業

歯段見学 頭 感染子防の為中止

"演
会 S類感ヽ予防のあ中止

●●リア多摩センターさくらの間 11人 36人 (委任含)綸会 第
"回
定時綸会 令和6年6月 17ロ

懇颯交流会

瀬 感ヽ子防の為■■フリースペース草むらの集い

5類感染子防の為中止フリースベース主催クリスマス会

研修旅行参加 (全事麹

" 40人 116人令和6年 11月 12日 昇価崚‐とぶどう,,り 日吊0旅行・観光地・レジャー施設 (曰帰り)

(計 152人 )

交流会〈全●●所:,,ル"■
%u暉 )

1,540人各事業所 45人 /回各所苺月1回

101人南大沢文化会館交流ホール 44人令和7年 2月 21日・草むらメンバー交流会 (新年会 )

26人
.回

53人ll回 年 多摩総体育館・多摩総体育鮨スボーツ交流会

l人ソ回 49人12口′年 戸工場之内近辺テ=スコートテニス交流会

3.5人プロ 321人36回 7年 ベルブ永山・ワープスタジオバンド活動

1.5人 .′ 回 181人64回 年 ベルプ永口
"亭
来草むら合唱隊 (イベント参加含む )

2人′回 149人21・ 1′月 ,来イラスト教室

319人夢来・市大沢体育館 16人 ′回521'11年卓球練習会

東京都暉害イスボーツ大会
13人

′ヽ■子市民スポーツ大会
1人'回21'1/`l=卓球大会

1人 /回

2人′回

41人

56人

121● 1ア■

12F。 1′年

夢来

,来

汽 功健康体操

・ボードケーム数室〈麻雀含む )

(計 3.129人 )

②精神障害者及びその家族のための相薇事業
5類感染 予防の為中止各種相談会 にっとタイム

③精神●害者のための作業の■の提供
【注】(lЮOIは (2)と違●

0精神暉害者のための■労の■の提供
21.960.353

(1)

精神障害者の自
立支授のための
事業

■■■



令和6年度事業,1告

事業名 事業内容 実施曰時 実施場所
従事者の 人

数
受

`対
象者の■日

及び人菫

事業費の

金額 (円 )

【就労織続支援B里事桑所管理運営】
「草むらde'」 畑deきっちん 1月 1日 のみ休み 畑deきっちん 5.7人 /Fl 2.051人

・「章むらde夢」夢うさぎ 1月 1日 のみ体み 夕うさぎ 4.4人 ′H 5.21,人

・「車むらde夢」とリー●ふあ―む夢畑 1月 1日 のみ体み どリーむふあ―む夢

“

32人 /日 251人

遊夢 (日・況・年末年始)体ム 遊夢 35人
'日

2.572人

夢来 (■・年末年始)休み 夢 来 4.8メ、
=日

7.239人

夢畑 毎日(年中■体 ) 夢畑・近隣の畑 125人′ロ 3.376人

車夢 年末年始のみ休み ■工公□他 5.9人 ′ロ

夢草子 (■日.年末年始〉休み ウ草子 4.?人 ′曰

6.353人

3.121人

・/くソコンサロン夢像 (日・年末年始)休 な /:)ar+o-/E& 6.?人
=曰

10,o2人

各所外販活動 223回 ′年 多摩市.′ 王ヽ子市各所 17人 /回 L記に合む

〈遊,.夢畑.夢草テ外販)

(1)

◎O
lま

(2)と

運動

‖神障害者の自
立支■のための
事業
0精神障害者の
ための作業の●
の糧供
④精神障害者の
ための就労の●
の経供

静神口害者の綸
合支晏法に二づく
諄1‖嘔な[リーービス
事業

(計46.090人 ) 172,974.020

【グループホ‐・ムの管理運営】

共同生活援助事業
(グループホーム多摩草むら)

365日

口24時間支援
毎

71人 /曰 定員 43人

共同生活援助事業(ハビネスいち花)
365日

毎 日24時間支援
2.5人アロ 定員 10人

(2)

‖神暉書者の●
合支晏法に基づく
は書薔祉サービス
事業

(計 19.315人 ) 187.303,536

以下精神障吾
=及
びそ

の東晨

lELttr+ra (^ r+fi *;e+x)ilttl
相談支援センター「待夢」管理運営 侍夢 2人′日 2,246件

地域連携事業

(比設利用・歳労・ケア会議・苦情・虐待・差別等)
待夢・連携事業所 1人 .件

1,118件

(30人 )

計画相談事業

■・祝 .年末年始休み

待夢 1人 :件 265件 (1'人 )

(証 3.629件 )

(3)

精神障害者の綸
合支●法に
=づ
く

相餞支崚事業

〈計10,人 ) 22.403.327

精神晨書香及びそのア
桟

【ヒ■'リングヴォインズ】 奇煮:月 (5回 /年 ) 夢来・オンライン 5人●回 67人

【シンポジウムの日僣】

許演会等 頭 感染 F防の為中止

【支ヨ看研

`
の口僣】

草むら勉強会 勉強会) 11回 夢うさぎ・畑deきっちん 2.8人 ′回 111人

サービス管理責任者スキルアップ研修会 令和7年6月 20日 南大沢市民センター 6人 22人

草むらの会基礎研修会 令和7年 9月 20曰 南大沢市民センター 4人 24人

(4)

絆神障害に関す
る摯ヨ会、セミ
ナー・シンポジウ
ム●日僣事彙

(計 251人 )

草むら通信の作成・発送

3.500部 /月・年間4回
4回 /■ .4曰 問

偏集 ,´ツコンサロン,,

封入・力選・夢来
3人′回 206人

ホームページ・SNS運営管理 通年 ,像
=え
(通年) ]人 に 年 ,

見学会の開催 24回 卓むらの会施設 46人 /回 173ノ、

(5)

ホームページロ
製・運営、■ロ
墨、書亮書●の発
行による普及啓発
事業

(計380人 ) 315,666

多摩章むらの会感腑祭 瀬 感染 ,防の為中に
(6)

‖神障害者及び
その家族と市民と
の交流を目的とし
た イベント●の
口艤事業

病院ピア活動 お回
恩方病院・駒木野病院・多

燿病院
64人

ピアサポーターミーティング 0同
オンライン

ヒューマンケア協会等
40人

(7)

その他この法人の
目的を達成するた
めに必姜な事彙

(計 104人 )

一
】

■■■

■■■



令和6年度 活動計算書
令和6年4月 1日 から 令和7年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 多摩車むらの会
単 円

金  額科

I 経常収益

1 受取会費
16千円 ) 270,000・ 正会員受取会費 年会費 (

135,000賛助会員受取会費_0千巴】
405,000

2 受取寄付金
1,879,000

受取特定寄付金
・夏取評価益

1,879,000

3 受取
92,474,854・ 受取補助金等
63,405,665金
1,634,000

180,000定助成金
・ コロナ関蓮補助登

157,69425_19

力
'し

のためのの自立支 入

π合支援法に基づく障百福祉予―ビス
2.388,008障不下福柾丁‐ビス収入
189,857,917・障がい福πフ=ヒス「共同生活援助」事業収益
441,725,291―ビス B 」カ い

・Tコミい福祉サービス上記外
14,494,098王子市''罰理露託による相談支援事業収益

ム・セミナー・シン

民との 用イヘ ン

・ I及啓勇事業収益~~~~Tマ
め而函 目事業収益

648,465,114

5 その
358,500取謝礼金
596,785・ 受取手数料

金
10,277,499・ その

11,232,784

819,676,617収

I¬函〒要扁

1事

2,444,931が し の自立支 のための

・ 総合支援法に基づく障害福祉サービス
187.303,536が い 助」

472,974,020軍罰汀 福`祉サービス「就労継続支援B型」事業費用
19,515,422・障が百福祉サービス上記外
22,403,327・八王子市業 受託に

講習会¬医万==フラTジウム開催事業費用
315,666・ 晋及 啓発事業要肩

704,956,902
704,956,902事業費計

・ 当事者、
・ そ

・ 囀:兵 甫B

^
助月 金

| 呆

籠言

昌祉サービス1共 |

晏用

の

用



(1)人件費
給料手当 50,765,601
・ 福利厚生費 1,340.246

52.105.847

(2)その他経費
・ 旅費交通費 260,532
・ 車両費 110,378
・ 地代家賃 5,934,232
・ 水道光熱費 348,974
・ 通信費 3,788,351

賃借料 1,005,395
・ 備品
・ 消耗品 487,943
印刷費 295,766
・ 研修費 12,700
手数料 1,176,849

諸会費 64,600

2,585,335
新聞図書費 34,650
・ 修繕費 66,000

144,118
広告宣伝料 1,293,645

331,825

99,577

9,340

191,985

19,640
租 251,650

18,513,485
理 70,619,332

用計常 775,576,234

44,100,383

肛

31,441
取配当金 39,884

__宣些型座鉗 71,325

払 1,118,790
・ 債権売却損 1,159,784

用計外 2,278,574

V_壼別利益
・ 債務免除益 720,000
・ 固定資産売却益
特別利益計 720,000

Ⅵ_壁型担失
。 前期損益修正損 21.820,476
・ 固定資産除却損
特別損失計 21,820.476

税引前当期正味財産増減額 20.792.658

法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額 20,792,658
前塑繰越正味財産額 121,819,085
次期繰越正味財産額 142.611.743

■2■隆:ユ

雑 費

保険料

墨:哩ヨ

り31■ :l

営号



令和 6年 度 活動計算書 明細

令和 6年 度 活動計算書 明細
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令和6年度 貸借対照表

令和7年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 多摩草むらの会

(単位 :円 )

金 額Ｌ
Ｌ

゛
イ
〓

■

140,997,027

166,146,515

143,542307

97,687 014

66,844,785

164,531,799

142,611,743

542307 143

121,819,085

20,792,658

47,428,313

5,163,343

3,606,255

114,171

8,300,928

76,384,017

104.036.8031

12,329,3301

17,532,9881

135,851

1,685,064

683,531

8,187,117

1,230,000

19,015,831

1,310,000

50,000,000

40,213,549

5,909,203

1,564,262

66,844,785

2 固定資産
建物

付属設備

構築物

機械装置

車輌運搬具

工具器具備品

土地

出資金

差入保証金

長期前払費用

固 定 資 産 合

固定負債

長期借入金

固 定 負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正 味 財 産 合 計

負債及び正味財産合計

，

一

△
口

ユ

ー
，
一ロ

↓

―
　
　
　
〓

‐

言
　

訓

負 債 合 計

′、  ヨ■
「
1    口 |

資  産  合

1 流動資産
現金預金

売掛金

棚卸資産等

立替金

前払費用

未収入金

流 動 資 産

I 資産の

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
短期借入金

未払費用

預り金

預り保証金

流 動 負 債



就 労 継 続 支 援 B型 夫 同 生 活 援 助
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令和6年度 決算書類の注記
1 会計基準
(1)財務諸表の作成は PヽO法人会計基準による。

2 重要な会計方針
(1)固定資産の減価償却の方法

・建物|ま 定額法によっている。

・その他は 定率法によっている。

(3)棚卸資産の方法

・先入れ先出しによる残存資産である。

3 事業別損益の状況
事業別損益の状況は 以下の通りである。

(2)消費税の会計処理

・消費税の会計処理は 税込方式によっている。

管理部門 合計相談支援 共同生活援助就労支援B型事業区分

[経常収入]
405,000405,000会費収入

1,879,000 1,879,000受取寄付金等

2,016,000 92,474,8548,600 1,453,21488,997,040受取補助金等

63.405,66514,927.924受取特定補助金 48,477.741

1,634,000l,634.000受取助成金

180,000180,000受取特定助成金

648,465,314189,857.91716,882,106事業収入 441,725,291

11.232,784223,620 86,05510,097.447雑収入 825,662

4.566,055 819,676,617206,462,675581,659,734 26,988,153経常収入合計

[経常費用]

222,286 229,314,044103,806 73,989.877154,998,075生産活動事業費
2,133,170 3.434,769664.172 54,116583,311自立支援事業費
50,893,311 444,122,080101,824,342274,139,156 17,265,271人件費

9,281,939540,172 1,340,24675.6837,325,838福利厚生費

260.532 16,323,664161,923 258,16915,643,040交通費

2,816.4791,651,073l,165,406行事費

2,866.397229,672 272.46984.581車両費 2,269,675

5,944.135 ll,291,7422,547.805 1,723,2221,076.580地代家賃

658.66226,763 349,438248.872水道光熱費 33,589

8,014,2652.435,893 3,788,934206,1351,583.303通信・荷送費

2.430,5731,568,067862,506備品費

9,003,667951,293 l.021,093613.858賃借料 6.417,423

4.662,998 17.901,520593,226 3,291,O159,354,281消耗品他

144.l18 3.454.4632.114,3871,065,286 100,672清掃費

932,142613,435 66,00033,000修繕費 219,707

20.214 1.458,92045,704 305.5591,087,443損害保険料

838.650138,417 256,963403.093 40,177租税公課

3,491,87412,869 1,725,0472,160販促貴・人材募集■古 1,751,798

201,334 953.230195,986 106.972雑費・雑損失 448.938

13,458 6,997.15445,530 348,000減価償却費 6.590,136

192.213.343 73,315,746 775,576.23423.028.561経常費用計 487,018.584

44,100.38314,249,332 |ヽ .11り .“ ll94,641,150 3,959.592当期経常増減額



4 使途等が制約された寄付金等の内訳
当法人の 正味財産は142.611,743円 であるが, そのうち63.585,665円は 下記のように使途が 特定されている。

固定資産の増減内訳 (資産)

固定資産の増減内訳増減は 以下の通りである。

０
０ 特別損失「前期損益修正損」について

当期に計上した特別損失「前期損益修正損」は、前期以前の決算において判明した経費・損失の修正に伴い発生したものである。
なお.当該損失は一過性のものであり、特別損益相に明示して開示している。

相手先 期首残高 増加額 減少額 期末残高 内容

特定補助金
国保連合会 41.249.275 41.249.275 福祉・介:|●員処遇改善等

行 政 22.156.390 22,156.390 専業所家賃補助

特定助成金 b)多摩市社会福社協会 180,000 180,000 草むら通信発行

合計 63,585,665 63.585,665

翼
０

´
０

科 目 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 当期末価額 当期償却額 当期末帳簿価額

車両運搬具 2,537.995 2.537,995 △ 852,931 1,685.064

工具器具備品 971,619 971.619 △ 288,088 683.531

土地 8.187.117 8.187,117 △ 0 8,187.117

建設仮勘定 1,511,098 66.939,040 68,450,138 △ 68,450,138

固定資産計 13,207,829 66.989,040 68,450,138 11.696.731 69.591,157 10.555,712

借入金の増減内訳

借入金の増減内訳は 以下の通りである。

科 目 相手先 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高 備考

長期借入金

多摩信用金庫 39,473.000 10,956,000 28,517,000 運転資金

日本政策金融公庫 7,740,000 5,160,000 2,580,000 運転資金

東京厚生信組 4,773,254 985,469 3,787,785 運転資金

(独)福祉医療機構 23,800,000 23,800,000 運転資金

他8綱 12,120,000 3.960,000 8.160,000 立

短期借入金 萩生田観光鞠 50,000,000 50,000,000 運転資金

合計 64,106,254 73,800,000 21,061,469 66.844,785

事業■・管理費の 技分について

各事業の管理費については それぞれの収入割合に基づき 核分している。

ワ
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令和6年度 財産目録
令和7年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 多摩車むらの会
円

金  額科  目

140 997 027

166 146 515

307 143 542

97 687 014

66 844 785

164 531 799

47,428,313

1,722,356

44,261,854

244,103

1,200,000

93,568,714

5,163,343

3,606,255

114,171

8,300,928

76,384,017

144,590,684

104,036,803

12,329,330

17,532,988

135,851

1,685,064

683,531

8,187,117

21,555,831

1,230,000

19,015,831

1,310,000

97,687,014

50,000,000

40,213,549

5,909,203

1,564,262

66,844,785
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和6年度年間役員名縄
並びにこれからの者についての前事■年度における報用の有無を記載した名

簿)

特定非営利活動法人 多摩草むらの会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

ノ

′

以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

僣

“

t受けた月口(鑽ヨ書の
前事業年度内
の就任期間

(フ リガナ)
役 名

氏 名

令和6年4月 1日 ～

令和7年 3月 31日
理事

カザマ ミヨコ

風間 美代子

令和6年 4月 1日 ～

令和7年 3月 31日

ムラカ ミ

理事

村上 秀平

シュウヘイ

令和6年 4月 1日 ～

令和7年3月 31日
理事
新倉 隆

ニイクラ タカシ

令和6年4月 1日 ～

令和7年 3月 31日

フジモ ト ユタカ

藤本 豊
理事

令和6年 4月 1日 ～

令和7年 3月 31日

タサキ ヒロミ

田崎 博実
理事

令和6年 4月 1日 ～

令和7年3月 31日

ハギウダ シュンイチ

萩生田 俊一
理事

令和6年 4月 1日 ～

令和7年 3月 31日安藤 貴裕

アンドウ タカヒロ
理事

令和6年 4月 1日 ～

令和7年 3月 31日

フジタ シュウサク

藤田 修作
理事

令和6年 4月 1日 ～

令和7年3月 31日

,/'./v aD
野城 浩

監事

■
■
■



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 多摩草むらの会

氏   名

1
平野 京子

2
村上 秀平

3 岩永 弘正

4
風間 美代子

5
松岡 都

6
目時 史子

7 根
間 あさ子

8 栗
木 員理子

9 松
田 南都子

10
生沼 牧子

11

12




